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分科会C：生命体統合ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの趣旨
・生命体シミュレーションの価値は、実験・理論科
学と並ぶ科学（生命の理解，創薬、病態の予測）と
して、多くの人が認めつつある。

・しかし、生命体シミュレーションは「生物学」と
「数理科学」，「物理化学」，「情報科学」分野など
様々な分野との学際領域であり、専門とする研究
者が少なく、また分散している。

・この分野の（若い）研究者を育てるには何が問題
か？何をすればよいのか？将来への提言は？



意見のまとめ

・生命体シミュレーションにおいて数理モデルをどう
構築する（できる）かが重要である。

・モデル構築を可能にするには学際融合を実現する
必要がある。

・学際分野の人材をどのように育成するのかが問題
である。
自分の専門（方法論）を持つ→個別の問題へ対応

・将来のイメージを見せる。国際化・研究環境の整備。
「若人」が来たい場所、ポスト、将来…



例）大阪大学における、
学際融合教育の取組み

・医学・工学・情報科学の分野
横断、部局横断の大学院教育・
研究の実施，単位互換

・社会人を対象とした学際領域
の人材育成

・関西一円の私立大学との単位
互換制度

http://www.mei.osaka-u.ac.jp/

中村 春木（阪大蛋白研）



http://www.nedo-protein-sc.jp/


